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賢治の 37 年間の短い生涯にはいくつかの転機があるが，その区切り目ごとに，9 回に及ぶ「上京」
がある。まとめると，次のようになる。 
 
1916 前年 4 月，盛岡高等農林学校農学科第 2 部（1918 年農芸化学科と改称）入学。この年，東
京・京都・奈良などに修学旅行（上京第１回）。8 月に再度上京，「ドイツ語夏期講習会」受講（上京
第 2 回）。 
1917 1 月父の商用代理で上京（上京第 3 回）。 
1918 盛岡高等農林学校本科卒業，同校研究生。稗貫郡土壌調査を嘱託される。12 月日本女子大学
校在学中の妹トシの看病のために上京（上京第 4 回）。 
1921 前年 5 月に高等農林学校地質学研究科修了。11 月に日蓮主義の国柱会に入会したが，父母





1923 1 月在京中の弟清六を訪ね，出版社への童話売り込みを依頼（上京第 6 回）。 
1926 3 月花巻農学校依願退職。下根子桜で独居自炊。8 月「羅須地人協会」設立。12 月エスペラ
ント語，オルガン，チェロ，タイプライターの指導を受けるために上京（上京第 7 回）。上京中高村光
太郎宅を訪ねる。 
1928 体が衰弱するなか上京（上京第 8 回），さらに伊豆大島に知人を訪問。 
















































































































































































































































































































































































































































































にいやがられて居りまする。」(全集第 9 巻 279 頁) 
 





































































































否応なく体に刻み込まれた。賢治は，1898 年 8 月生まれ，1933 年 9 月没であるが，明治三陸津波が
1896 年 6 月，昭和三陸津波が 1933 年 3 月である。賢治の短い生涯は，二つの大津波によって括られ
ている。明治から敗戦までの 78 年間のうち 44 年は不作であり，賢治生存中の 1902 年，1905 年，13

























































































































































ブは抽象化された家郷でしょう。」（中沢 1998 年，57－8 頁） 




































（６）全集第 9 巻『書簡』「解説」で天沢退二郎は次のように書いている。 


































天沢退二郎 1969「光太郎対賢治」現代日本文学大系第 27 巻月報，筑摩書房 
江藤淳 1996『荷風散策』新潮社（現在は，1999『荷風散策』 解説高橋昌男 新潮文庫） 
畑山博 2017『教師宮沢賢治のしごと』小学館文庫 
石井正巳 2005『遠野物語の誕生』ちくま学芸文庫（初出 若草書房 2000） 
― 2009『『遠野物語』を読み解く』平凡社新書  
石井正巳編 2009『佐々木喜善追悼資料集成』遠野叢書２ 
石川啄木 1978『時代閉塞の現状 食うべき詩 他 10 篇』岩波文庫 
― 1993『新編 啄木歌集』（久保田正文編 岩波文庫） 
― 2002『石川啄木』（明治の文学第 19 巻 筑摩書房） 
入沢康夫，北川透 2003「集中討議＜心象スケッチ＞と＜名辞以前＞をめぐって」「中原中也研究」 
 編集委員会編『中原中也研究 8 号』 
岩手日報社 2018『啄木賢治の肖像』 
キーン，ドナルド 2018『ドナルド・キーン著作集第 15 巻：正岡子規，石川啄木』新潮社 
松岡幹夫 2015『宮沢賢治と法華経―日蓮と親鸞の狭間で』昌平黌出版会 
宮沢賢治 1995『宮沢賢治全集 1－10』ちくま文庫 
中沢新一 1995『哲学の東北』(青土社，現在は，幻冬舎文庫 1998） 
中原中也 1967『中原中也』（日本詩人全集 22 大岡昇平・飯島耕一編）新潮社 
西田幾多郞 1911『善の研究』全集第 1 巻 岩波書店 
鈴木貞美 2015『宮沢賢治 氾濫する生命』左右社 










― 2015a 「新編森昭著作集解題」（新編森昭著作集『第８巻』学術出版会） 
― 2015b 「生成する公共性と教育的公共性」（日本教育学会『教育学研究』第 82 巻第 4 号） 
― 2017 「大学教育としての教員養成 」（武庫川女子大学学校教育センター紀要第 2 号） 










鳥越晧之 2001「常民と自然」『国立歴史民俗博物館研究報告第 87 集』 
山田野里夫 1977『柳田国男の光と影――佐々木喜善物語』農山漁村文化協会 
山折哲雄 1999『宗教の力――日本人の心はどこへ行くのか』ＰＨＰ新書 
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振り返ってみると，第 1 章の類型論的考察の焦点は，柳田と賢治であった。本稿で扱うのは，一方
の焦点だけである。それでも，通常の投稿原稿よりもかなり長くなってしまった。このような拙稿の
掲載を認めていただいた編集委員会に，感謝を申し上げたい。 
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